2017年度新世紀新人賞を拝受して
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	　この度は新世紀新人賞という大変栄誉ある賞をいただき，誠に光栄に存じます。ご推薦をいただきました、理化学研究所 前田瑞夫先生をはじめ、本研究のご指導をいただいた東京理科大学 曽我公平先生、所属研究室のメンバー、共同研究者の皆様など、多くの方々にお力添えを賜りまして、厚く御礼申し上げます。
　私はもともと、高分子材料をベースとした医用生体材料 (バイオマテリアル) を専門としており、体内の患部にのみ選択的に薬を送達する「ドラッグデリバリーシステム」などの研究に取り組んできました。そんな私が分析化学会で発表するようになったのは2015年頃からです。それまでは「材料」を主役とする学会での発表がほとんどだったのですが、今回の受賞対象である、生体内を光で観察する「蛍光バイオイメージング」はまさしく「生命を分析する」技術であり、分析化学者の方々の視点から有益な意見を頂きたい、という思いから分析化学の世界に参入しました。
　「蛍光バイオイメージング」とは、蛍光体 (プローブ) を生体内に導入し、その光を体外から観察することで、生体内で起きているさまざまな生命現象を可視化する技術ですが、可視光を中心とした既往技術では光の生体組織透過性が低く、皮下数mm程度までしか観察することができません。一方で私は、生体組織透過性が極めて高い「波長1000 nmを超える近赤外光」を発する量子ドットやセラミックスナノ粒子、有機色素内包ポリマーミセルなどの蛍光ナノ粒子を用いて、皮下20 mm程度の深部を観察できる技術を開発しました。本研究は、近赤外蛍光でマウスの血流や臓器を観察することだけにとどまらず、核医学イメージングとのマルチモーダル観察や、蛍光ナノ粒子の温度依存的な蛍光強度変化を利用した体内深部の温度計測技術などにも展開しています。今後も、未知の生命現象や病変部位を「分析」する手法として、本技術のさらなる研究に取り組んでいきたいと考えています。

また、前述のように私は分析化学に参入して3年ほどの新参者であるにもかかわらず、大変幸運なことに、新世紀新人賞の受賞 (2018年1月) に続き、分析化学会奨励賞を受賞 (2018年9月) することもできました。身に余る光栄な賞を続けていただくことができたことに感謝するとともに、受賞を励みに今後さらなる研究活動に邁進する所存です。末尾ではありますが、日本分析化学会ならび関東支部の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。



